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資源の有効活用と廃棄物の削減

地球温暖化ガスの
排出量削減

　シチズングループではCO2排出削
減を効率的にかつ着実に進めるため、
「エネルギー削減分科会」を設置し、各
事業所の事例を発表しあって、互いに
有効な活動を取り入れながら省エネ
活動に努めています。
　2008年度は、グループ全体のCO2
排出量を「売上高原単位で2007年度
比1％削減」「総量2007年度比
1,500トン削減」という目標に対し、
経済の悪化のため総量では12,500
トンの大幅な減少となりましたが、売
上高原単位では10％の増となりまし
た。なお総量では2000年度比20％
の減少となっています。
　2009年度は、グループ全体で総
量1,500トン削減および売上高原単
位1％削減をめざします。
　CO2以外の温室効果ガス（５ガス）
については、CO2換算で、2006年度
679トン、2007年度575トン、
2008年度337トンとなりました。

地球温暖化ガスの削減

　御代田町地域新エネルギービジョン策定事業にあわせた燃料転換を実施しました。
経済産業省および環境省による、燃料転換推進事
業の補助金を受け、2007年度より、一部の灯油燃
焼設備を都市ガスに切り替える工事を行いました。
　実施内容としては、ガス管の敷設、老朽設備更新、
バーナー※改造などです。2007年度と比較して、
目標削減量934ｔ-CO2を上回る約1,888ｔ-CO2
（2月現在）の削減量を達成しました。

「地球温暖化ガスの削減」（燃料転換の実施）
事例紹介 シチズンファインテックミヨタ 廃棄物削減活動の推進

　循環型社会の形成に寄与するため、
廃棄物となるごみをゼロにする活動に
取り組んでいます。
　２００８年度は、グループ全体で「廃
棄物量を売上高原単位2007年度比
１％削減」、「再資源化率98％」を目標
に活動しました。
　その結果、グループ全体で再資源化
率は９８％となりました。国内では１3
事業所がごみゼロ（再資源化率９９％
以上）を達成しました。
　廃棄物の削減については、経済環
境のため廃棄物総量※1で７５０トン減
少しましたが、売上高原単位では３％
増となりました。
　２００９年度は、グループ全体で再資
源化率９９％以上（ごみゼロ達成）、また
廃棄物総量１％削減（売上高原単位）
をめざして活動を続けていきます。

シチズングループの排出物量※2の推移

シチズングループの再資源化率の推移

　2008年10月より稼働した新工場に省エネルギーを目的として、空調システムに
置換換気空調システムを導入しました。
　従来の空調システムのように、部屋全体の空気をかき混ぜる方式(混合空気方式)と
異なり、排熱を拡散させることなく効率的に除去する空調方式(置換換気方式)です。こ
れは、工場内の工作機械により発生する排熱の上昇気流を利用し、暖かい空気を下か
ら上に静かにもち上げて、換気(空調)を行います。
　空調に必要な循環風量は減少でき、送風機の動力を抑えることができます。また、積
極的に外気を導入し、冷凍機の稼働時間を少なくしています。なお現在は、効果算出
のため、データを収集中です。

新空調方式の導入
事例紹介 シチズン夕張

吸収式冷凍機の更新

※バーナー：ガスあるいは気化させた液体燃料などを
　空気と混合させ高温を得る装置

　シチズンマシナリーのNC自動盤シンコムに使われる部品を製造する旋削工程にお
いて、加工工数削減と切粉の削減を目的として加工素材の鍛造化（金属を加熱しプレ
スで成型する）を実施しました。
　従来は丸鋼の素材を使用していたため、重量の半分を切粉として廃棄していました
が、素材を鍛造化することにより完成品
に近い形状から加工を開始することが
できるようになりました。購入する材料
の重量は6.3ｋｇから3.7ｋｇに４１％削
減することができ、加工時間も１個につ
き4分の短縮ができました。
　以前から鍛造化の構想はありました
が、加工費が高く実現できませんでし
た。しかし近頃の材料費高騰により丸鋼
と同等な金額で調達することが可能と
なりました。他機種との部品共通化等に
より400個/月の使用するため、約1ｔ/月
の切粉削減と26時間/月の工数短縮の
効果があります。

鍛造材への切り替え
事例紹介 シチズンマシナリー

　シチズン狭山では、ごみゼロを目標に再資源化活動に取り組み、排出物処理費用の
削減にも効果を挙げました。
　プラスチック類については、各職場へ分別方法の説明を徹底し細分化することがで
きました。また金属、基盤、プラスチック、電線類などが混在した複合品については、
今までは埋め立て処分を行っていたものを、各職場に極力解体し分別するよう協力を
求め、マテリアルリサイクルにすることができました。処理業者については廃棄物削減
分科会の情報により再選定をすることで、９０品
目中３５品目の排出物について有価売却とする
ことができました。その結果、2008年度は再
資源化率は１００％を達成することができ、また
処理費用は2004年度と比較し３０％の削減
（年間約８０万円の削減）となりました。今後も有
償引取りから有価売却へのシフトを強力に進め
ていきます。

再資源化率１００％を達成

事例紹介 シチズン狭山

【従来の混合空気方式】 【置換換気方式】

　約10年前から環境管理活動の一環として、省エネ活動の定着化を図ってきました。
オフィスエリアでは、当初から全社的に昼休みの消灯、JIS照度基準に照らしあわせた
間引きなどを実施してきました。最近では、蛍光灯カバーへの反射板の設置（照射の効
率化）、建物の南側の窓ガラスへの遮光シールの貼付（断熱効果）なども行い、省エネ
に成果をあげています。
　また、低消費電力・長寿命・水銀レスという環境
にやさしい照明用のLEDを開発し、製造・提供して
おり、シチズン電子製のLEDを使用した照明は本
館エントランス、構内などに導入しています。今後
もLED照明化を進め、省エネを加速していきます。

オフィスでの省エネ
事例紹介 シチズン電子

構内ＬＥＤ照明

自然排気ガラリ

シチズングループのCO2排出量推移
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■焼却処理 売上高原単位

　地球温暖化は、環境問題のなかでも大きな課題となっています。シチズングループは、エネルギー使用量削減の
ためにグループ全体でさまざまな取り組みを行っています。

　工場からオフィス、社員食堂に至るまで、あらゆる職場で廃棄物削減活動を進めています。廃棄物を減らすとともに、
再資源化を進め、循環型社会をめざします。
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ガス電力 その他重油 売上高原単位
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※2：排出物量 = 産業廃棄物量 + 一般廃棄物量 + 有価物量
※1：廃棄物総量 = 産業廃棄物量 + 一般廃棄物量

素材鍛造化による切粉削減

さまざまな部材が混在する複合品の例

鍛造材

丸鋼素材
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物流での取り組み
http://www.citizen.co.jp/social/kankyo/distribution.html

完成品

シチズングループでは物流の効率の向上と資材の削減に取り組んでいます。

物流での取り組み


